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‣ 利尻富士町教育大綱におけるＩＣＴ教育の位置付け

‣ 「ＧＩＧＡスクール構想」の推進
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‣ 利活用による今後の展開
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利尻富士町

利尻町

位置： 北海道最北端の宗谷岬より南西62㎞
          の海を隔てた日本海の離島、利尻島の
          北東部を占める町

            人口： ２，２５５人・1，203世帯
                      （令和4年3月末現在） 

          
            基幹産業： 水産業・観光業

            学校数： 小学校２校・中学校２校
                          ・鴛泊小学校      ・鴛泊中学校
                                     ・利尻小学校      ・鬼脇中学校

            児童生徒数： １４９人（小96人・中53人）

               ・鴛泊小学校   67人 （9学級 うち3学級特別支援学級）

                      ・利尻小学校   29人 （5学級 うち2学級特別支援学級）

                      ・鴛泊中学校   41人 （4学級 うち1学級特別支援学級）

                      ・鬼脇中学校   12人 （2学級）

                                                                          （令和4年4月1日現在） 

利尻富士町マスコットキャラクター
りっぷ君・りっぷちゃん

     利尻富士町の概要



  

利尻富士町教育大綱におけるＩＣＴ教育の位置付け

基本指針１  未来を生き抜く子供の育成

○個に応じた指導「個別最適な学び」の充実を図り、基礎的・基本的な知識や技能を習得させ、「確かな学力」

  「健康な体」を身に付ける教育を推進します。

○ＩＣＴ環境の活用等による学習基盤となる資質・能力の確実な育成と多様な興味・関心に応じた学習意欲を

  高める教育を推進します。

○防災教育、ふるさと教育、環境教育など、地域の教育資源を活用した特色ある教育活動により、豊かな人間

  性や社会性を育む教育を推進します。

○児童生徒の特性・教育的ニーズに応じた、適切な指導や支援を行う特別支援教育を推進します。

○教職員の資質・能力と組織力の向上を通して、地域に信頼される開かれた学校づくりを推進します。

基本指針２  子供の学びを支える教育環境の整備と支援の推進

○教育施設・設備の充実に努めるとともに、働き方改革を推進し、教職員がゆとりを持って子供たちと向き合える環境を

   整備し、効果的・効率的な学校運営の充実を図ります。

○ＧＩＧＡスクール構想を一層推進し、ＩＣＴを効果的に活用した学習活動ができる環境整備に努めます。

○保 ・小 ・中 ・高間での密接な連携を図り、円滑な移行を図るとともに、継続した教育の推進に努めます。

○小 ・中間の一層の連携と義務教育９年間を通した教育課程、指導体制、教職員の養成等のあり方について、一体的

   に検討を進めます。

基本指針３  生涯学習の充実と文化・スポーツ活動の振興

○地域に根ざした芸術・文化活動を推進するために、活動への支援や担い手育成の場、優れた芸術・文化に触れる機会

   を提供します。

○郷土の歴史を伝える文化遺産の保全とともに、調査による掘り起こしや講座・展示等の情報発信に努めます。

○町民一人一人が健康で豊かな生活を営むための生涯スポーツを推進するために、活動への支援や担い手育成の場

   を提供します。



  

「ＧＩＧＡスクール構想」の推進

目的・効果

○児童生徒ごとに個別最適化された学びの提供
   → 個別に教材配信、学習状況やレベルに応じた教育実践、コミュニケーションの活発化

○教員の働き方改革
   → 授業準備及び事務作業の自動化・効率化による業務負担軽減、子供に向き合える時間の
       増加

○臨時休業時や欠席時等の学習保障（コロナ禍における学習保障を含む）
   → 遠隔でのオンライン授業・オンデマンド配信、学びを止めない学習保障

○家庭学習の充実、定着化
   → デジタル教科書・ＡＩアプリ・スタディアプリ等のコンテンツ利活用、家庭学習の定着
       化と学力向上

整備状況

○校内通信ネットワーク整備 （R2.9.30完了）

○端末整備 （R2.10.30完了）

○遠隔学習機器（オンラインカメラ・マイク、スピーカ等）整備 （R2.7.31完了）

○家庭学習通信機器（貸出用モバイルルーター）整備 （R3.2.9）

○ＡＩアプリ（Ｑｕｂｅｎａ5教科）導入 （R3.5.1～）



  

「Qubana」導入経緯（きっかけ…）

これまでの取組み

利尻富士町
学校ＩＣＴ検討会議

・ICT環境整備に係る課題の洗い出し

・制度、時代を見据えた教育課程編成

・校務支援システムの導入検討

・働き方改革の推進

・授業改善、ICT利活用

・ICT環境整備計画の策定

・校務用パソコン更新

・オンライン授業検討

背  景
・国の整備方針、学習指導要領の改訂
  （情報活用能力、学習基盤となる資質・能力、プログラミング教育、情報セキュリティに関する内容の充実等）

・教員の働き方改革  （業務・事務の効率化）

・GIGAスクール構想の推進

・コロナ禍での学びを止めない、学習保障

令和元年度 令和２年度 令和３年度

利尻富士町
学校デジタル化推進協議会

・校務支援システムの導入 （C4th）

・イントラグループウェアの導入（サイボウズ）

・校務用プリンター増設（プリントフリー）

・GIGAスクール構想の推進（関係機器等整備）

・オンライン授業技術交流、研修会

・利尻高校学習端末整備補助

・利活用情報共有、貸出基準、持帰り基準の検討

・デジタル教科書の導入検討

・AIアプリ、スタディアプリ教材の導入検討

・デジタル教科書文科省実証事業

・Qubena導入（R3.5月～）

      ‣ 導入研修（R3.5月）

      ‣ 利活用情報共有会議（隔月）

      ‣ 活用研修（随時）



  

「Qubana」利活用による今後の展開

【より効果的な利活用】
個別最適な学びの具現化

きめ細かな指導

【基礎学習・家庭学習の定着】
主体的・自律的な学習の促進

確かな学力の向上

【授業や宿題、テストでの活用】
分析・成績評価への活用

業務負担軽減



  

ご清聴ありがとうございました！



Qubena⼩中５教科事例発表

鴛泊中学校での活⽤⽅法
利尻富⼠町⽴鴛泊中学校 教諭 林英樹

中⼭雅之

令和４年４⽉２１⽇（⽊）

1



タブレットの活⽤イメージ
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タブレットの活⽤

２ 3



タブレットの活⽤

２ 4



タブレットの活⽤
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タブレットの活⽤
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利尻富⼠町のバックアップ
u コロナ渦でも学びを⽌めない 録画授業から同時双⽅向授業へ
u 全家庭がWi-Fiが繋がる環境
u 校内どの教室にいても、Wi-Fiが繋がる環境 タブレットも急ピッチで
購⼊

u マイク・カメラ等の備品の整備
u キュビナの導⼊
u すぐに相談できる環境

u 校内どの教室でもどの授業でも使える
u 家庭へ毎⽇持ち帰り⾃主学習や宿題、連絡に使える
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⽂房具の⼀つとして定着

まとめ作業の場⾯

発表の場⾯

予定などの確認の場⾯

学習の場⾯
8

話し合いの場⾯

調べる場⾯



Qubenaの活⽤

9

普段使っているタブレットにドリル・ワークの機能がプ
ラスされたイメージ（紙媒体のワークから切り替え）

①定着確認の場⾯

②⾃主学習の場⾯

④評価への活⽤

③フィードバックの場⾯



定着確認の場⾯

○宿題としてワークブックを配信しチェック

○単元ごとの確認テストをワークブックで実施
→ 知識・技能の評価に

○⻑期休業中の課題・休み明けテスト（１００問）
→ 知識・技能の評価に

10



⾃主学習の場⾯

11

○定期テストの範囲表にもキュビナ
の単元番号を記載

→⽣徒は、キュビナをやっていれば知識・技能の問題
は解けるという実感があるため、テスト勉強にも活⽤
している。また、⾃分がまだ理解できていない所を習
熟度で確認できるため、苦⼿なところを埋めていく学
習ができている。

○学級の取組として、家庭学習の時間
とその中でキュビナをやった時間を
⾊分けして毎⽇記⼊。

→常に教室掲⽰することで、⾃分の学習を⾒直す機会に
なっている。
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フィードバックの場⾯

14

○前時の復習として授業の最初に実施
→２０問程度ワークブックで配信
→同時に採点されるので、不正解の多
かった問題は、補⾜説明することがで
きている。

○帰りの会の前の１０分学習の時間で各⾃
キュビナを実施
→予習や復習に利⽤、解説を読んでもわからない
ところは教員に聞きにくる。



2021年度

Qubenaを組み込んだ
理科の評価⽅法について





観点 評価対象 素点 評価場面 評価のめやす 素点 合計

4.5に加え，大切な項目について自分の考えがまとめられている。 6

自分なりの工夫があり、資料が整理してある。 4.5

必要な要素をすべて適切に記載している。 3.5

板書をある程度書き写されている。一部書いていない。 2

板書を半分程度書いてある。 1.5

板書をほとんど書いていない。 1

全く書いていない。または、未提出。 0

12に加え，身近な事象と関連付けて学びを広げようとする視点が書かれている。 16

毎時間の授業の振り返りと改善に向けた取り組みが連動している 13

毎時間の授業の振り返りと改善に向けた取り組みがほぼ連動している 10

授業の振り返りが行われているが取組が十分ではない 7

振り返りは書かれているが取組がなされていない 4

振り返りや取組が不十分である 1

6

5

4

3

2

1

12

10

8

6

4

2

キュビナ

取組
15 毎週

①時間について
1週間の学習時間が70分（1日10分）を目標に取り組んで見よう。

②正答率やできるようになった問題数
　1週間でできるようになった問題数

①と②の平均を10点～0点で数値化します。

独自の

取組
5

授業 10

毎時間の

ようすを

観察し、

総合的に

評価

0～16

定期テス

ト後に

提出

50点

（56点）

①積極的な挙手や発言が見られ，ジグソー活動などに、きちんと取り組ん
でいる。

②忘れ物をしないなど，授業の準備がきちんとできている。

15
振り返り

シート

①
　

主

体

的

に

学

び

に

向

か

う

態

度

小単元ご

とに評価

単元ごと

5ノート

①独自のまとめノートやクイズレットをつくったり，キュビナ以外の問題
に取り組んだりしている。

②学習範囲外のキュビナの取組
②レポートやジグソー等でワークシートに学習した内容を身の回り事象
に当てはめて考えたり，別な方法で確かめるやり方などを書いている。

③勉強の仕方など，先生に質問している。



Qubena

振
り
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り
シ
%
ト
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返
り
シ
%
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知識・技能の評価





知識・技能に関する単元テストの達成率
※市販のテストを使⽤ています。60点満点

単元1 単元2 単元3 単元4 単元5 単元6 単元7 単元8 単元9 単元10 単元11 単元12

1年生 82.5 77.9 87.5 83.8 77.1 84.9 73.2 73.3 89.7 88.3 82.1 87.9

2年生 84.7 87.0 77.8 90.2 94.0 86.6 88.6 89.3 85.7 86.3 74.8 85.0

3年生 85.0 88.8 82.5 95.0 91.3 87.5 93.8 82.5 77.9 82.5 86.5 78.3

評定基準⇒4は70％以上〜85％未満
5は85％以上

すべての学年平均は
4以上です！



教科 集計期間

学習時間（分） 解答数（問） 正答率 学習時間（分） 解答数（問） 正答率 学習時間（分） 解答数（問） 正答率

141 379.1 88% 2595 6871.4 89% 163 142.1 89%

190 581.2 84% 3146 4695.6 86% 32 123.9 90%

236 532.9 84% 2256 3997.4 84% 12 30.2 76%

理科 2021/05/01 〜 2022/03/31

クラス
ワークブック 問題一覧 再学習

!年

#年

$年

教科 集計期間

学習時間（分） 解答数（問） 正答率 学習時間（分） 解答数（問） 正答率 学習時間（分） 解答数（問） 正答率

929 1907.0 81% 1842 4335.6 87% 35 97.7 87%

1334 2796.3 78% 2379 2840.3 80% 24 85.0 85%

1447 2162.1 71% 2351 3571.7 79% 9 17.3 67%

!年

#年

$年

社会 2021/05/01 〜 2022/03/31

クラス
ワークブック 問題一覧 再学習



1年 2年 3年 平均

7251 5277 4530 5686

6243 5637 5734 5871

理科

社会

平均取組問題数
2021.5⽉〜2022.3⽉



①各種テストで５割６割は解けるというベースが担保
される。（知識・技能の問題は概ね解ける）

②思考⼒・判断⼒・表現⼒を⾝に付けさせる授業に切
り込む時間の余裕が⽣まれる。

③思考する中で疑問に思ったことや解らないことを解
決するために、キュビナで確認するサイクルができる。

７ 25

時間的・地理的条件を超えて



④⽇本のどこにいても、同じ⽔準以上の教育が受けら
れなくてはならない。都市＞僻地にしてはいけない。

⑤ICTの活⽤により、得られる情報の差がなくなる。
⽣徒の活動の幅が拡がる。

⑥キュビナの活⽤により基礎基本のベースが効率的に
形成される

⑦この町にしかない教育資源を活⽤した教育に時間を
費やせる。７ 26

時間的・地理的条件を超えて
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